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新年を迎えて
LIIII1411

新
年

の

「
町
民
が
主
役
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
」
ｙ
ａ
指
ｔ
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
津
坂
下
町
長
竹
内

　
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
’
ぃ
ま

明
ｔ
新
」
い
９
の
初
め
に
ち
た

り
、
町
民
の
皆
様
の
扨
多
幸
を
心
よ
り

御
折
り
申
し
に
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
我
が
町
は
、
念
願
で
あ
り
ま

し
た
坂
下
第
中
９
咬
の
体
育
咄
が

月
に
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
月

に
は
、
産
業
振

興
や
広
域
交
流

の
た
め
に
大
変
重
要
な
意
味
を
持
つ

「
新
知
ス
マ
ー
ト
ｆ
／
タ
ー
チ
‘
ン
ジ
」

か
本
格
導
入
さ
れ
、
今
晩
、
益
々
交
流

か
活
発
化
‘
、
観
光
及
び
哩
零
の
振
興

―
Ｊ
ａ
献
し
．
・
ｙ
ｘ
れ
る
も
の
と
、
大
変
咽

時
を
し
て
お
り
ま
才
．
．
さ
ら
に
１
月

に
開
催
さ
れ
た
、
一
ふ
く
し
ま
駅
伝
」

ぐ
は
、
「
町
の
Ｉ
て
位
に
人
民
す

る
と
い
Ｉ
Ｊ
、
Å
変
っ
れ
」
い
ニ
ュ
ー
ス

か
あ
り
ま
し
た
‘

豊
後

　
今
年
は
、
四
月
に
小
学
校
の
弟
一
次

統
合
か
Ｒ
タ
Ｆ
ト
い
た
し
ま
ー
。
符
衷

の
町
を
梢
っ
子
供
達
の
育
成
を
最
Ｉ
Ｌ
［

施
策
と
位
置
づ
け
、
ぶ
ぶ
り
”
、
支
援
ｌ
の

充
実
、
教
育
環
堵
の
充
実
、
企
業
誘
致

に
よ
る
嘔
用
一
恚
、
企
―
託
堅
所
没
置

へ
の
去
授
、
町
民
の
随
康
づ
く
り
Ｍ

吸
、
高
齢
者
の
生
き
か
い
対
砥
、
臼
環

境
の
堅
一
両
、
定
住
対
策
の
収
り
組
み

を
退
め
、
人
口
減

少
に
歯
ｔ
め
を
か

け
て
参
り
ま
す
。

　
な
お
。
緊
急
対

戦
と
し
て
、
最
近

の
原
池
価
格
‐
同
騰

に
伴
つ
俘
活
困
窮

世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
一
刈

申
に
町
民
税
非
課
税
世
得
て
あ
る
Ｉ
ハ
ー

血
歳
以
―
の
弱
齢
暫
世
帯
・
ひ
』
』
り
縦

世
帯
・
眠
吃
降
か
い
者
の
い
る
世
恥
に

ｈ
千
円
の
匂
油
券
を
配
布
い
た
Ｌ
ま
す
。

　
今
年
の
４
聾
零
条
に
っ
さ
ま
し
て
ご

説
明
い
た
し
ｉ
り

『
未
来
を
担
う
ヂ
供
迪
の
育
成
゛

　
他
人
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る

教
育

　
児
童
・
引
随
の
学
力
向
上
を
伺
る
た

め
。
に
一
専
門
指
導
員
」
及
ひ
個
々
の
学

習
や
学
校
１
活
の
支
援
を
ｂ
ｌ
た
め
に

「
特
別
支
援
口
火
新
た
・
に
配
μ
Ｌ
で

診
り
ま
ｉ
ま
た
、
ｆ
供
辻
が
ス
ボ
ー

ｙ
、
特
に
武
辺
。
に
親
し
む
吸
血
を
増
や

し
、
社
会
り
活
の
低
木
で
あ
る
劃
磋
作

法
に
つ
い
こ
学
ぶ
時
間
を
設
け
て
い
き

た
い
と
巴
い
ま
す
。
さ
、
り
に
、
町
内
に

数
多
く
Ｉ
‥
’
在
す
る
史
跡
や
Ｘ
化
財
を
イ

供
達
が
自
分
達
の
宝
物
と
し
て
誇
り
に

持
て
る
よ
・
『
な
、
文
化
財
か
ら
学
ふ
学

習
を
併
進
－
‘
て
苔
り
た
い
と
考
ヌ
て
お

り
ま
す
。

一
生
餌
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」

町
民
か
生
き
か
い
を
も
っ
て
生
活
を

送
れ
る
支
援

男
な
抱
同
参
一

の
た
．
め
の
図
体
的

な
ア
ク
ｙ
‘
．
ン
ブ

ロ
ク
ー
フ
ム
４
一
策
坦

―
、
町
民
へ
の
浸

透
を
図
．
て
芯
り

た
い
と
り
い
ま
秀

・嶋

『
い
き
い
愈
で
脊
て
支
便
づ
く
り
』

地
域
童
体
で
子
供
を
腎
て
て
い
く
環

境
と
、
子
供
の
成
長
に
合
わ
ｉ
て
支
援

し
て
い
く
体
制
を
つ
く
る

　
印
字
‘
竹
川
ま
で
の
医
療
り
莉
成
期

間
の
魁
援
を
検
討
し
で
い
き
。
・
、
－
。
ま

た
、
今
年
四
月
よ
り
奸
節
婦
轜
今
ｙ
｀

八
－
鮭
吋
化
を
哭
軸

し
た
Ｉ
a
4
4
9

-



新年を迎えて
1 1 1 ﾐ 』

「
循
環
型
の
怯
み
よ
い
禰
境
づ
く
り
一

員
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
一

「
ゆ
と
り
の
定
住
慄
境
ば
ん
げ
」

公
共
Ｆ
水
迢
参
集
（
中
売
処
理
試
）

や
農
繁
集
落
排
水
１
１
’
長
井
処
理

区
｝
、
ぽ
宅
７
ス
タ
ー
タ
フ
／
・
」
域
ゴ

く
中
賢
田
住
宅
．
’
四
階
建
－
八
一
目
、
集

会
雨
｝
述
普
乍
業
．
に
着
手
し
て
靭
り
ま

ｉ

ち
づ
く
り
を
推
進

　
歩
い
て
暮
ら
せ
る
£
ち
７
く
り
の
核

と
な
る
ふ
れ
ち
い
ｆ
ロ
／
〃
仮
称
』
の

Ｉ
Ｉ
を
鴫
吋
し
て
娶
り
ま
１
、
．

「
心
の
宿
場
町
・
も
て
な
し
の
里
づ
く
り
Ｉ

　
「
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
引
き

続
寿
グ
リ
ー
ン
ジ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

　
県
や
近
隣
町
け
し
一
迎
揖
ぶ
Ｉ
図
ｎ
な
か

・
り
、
西
都
Ｆ

陵
随
に
逮
な

る
文
化
財
を

不
ｙ
ト
ワ
ー

ク
化
し
、
一
ｔ
ｌ
－
卜
の
実
現
を
目
な

し
ま
す
。

「
活
力
あ
る
地
域
産
業
の
創
造
」

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
特
に
、

ぱ
ん
げ
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　
釆
集
荷
業
者
等
と
連
携
を
図
り
、
ば

ん
げ
一
末
の
知
名
度
の
同
上
や
岐
路
拡

大
を
。
け
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
地
や
用
水
路
等
の
資
源
の

ｌ
ｇ
・
咆
持
管
理
を
図
り
、
巴
吋
地
域

h
s
i
S
=
一
一
丁
イ
の
防
生
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

「
住
民
と
行
政
か
協
働
す
る

　
　
　
　
し
く
み
づ
く
り
」

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
「
協
艶

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
住
民
と

行
政
の
貪
倖
と
役
割
の
明
確
化
に
つ
い

て
一
解
を
深
め
る
、

　
こ
の
よ
っ
な
李

寮
を
と
’
お
し
Ｃ
、

町
民
の
皆
啄
と
と

も
に
汀
を
か
き
知

嘸
を
出
―
た
い
な

が
り
、
ｒ
供
、
自

政
、
哩
一
、
昿
－
を
町
り
Å
切
な
宝
物

と
Ｉ
て
、
「
岡
沢
か
を
役
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
町
Ｌ
を
Ｕ
揖
－
て
、
さ
『
り
に
努
力

を
乖
ね
Ｉ
・
Ｌ
ま
ヽ
り
た
ヽ
と
考
凡
て
お
り

友
一
９
の
て
唐
．
”
る
御
支
援
と
御
協
力

石
一
お
願
い
申
－
げ
£
ｔ

　
今
年
か
、
―
民
の
皆
ほ
・
に
と
り
こ
剛

る
い
年
と
な
り
ま
ー
よ
っ
心
よ
り
祈
念

ｐ
し
ト
げ
、
糾
ｊ
・
り
的
挨
拶
と
い
た
し

ま
ナ
リ

拶
-

に
広
げ
『
花
い
っ
ぱ
い
の
町
を
実
現

　
今
仰
同
列
よ
り
廃
食
油
の
兪
町
’
、
の

知
念
回
収
を
爽
咆
し
、
ほ
Ｄ
Ｆ
へ
の
再

　
ま
た
、
一
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
の
精
神
を
学
校

や
地
域
に
唾
ｉ
さ
せ
、
町
ぐ
る
み
ご
地

球
環
墳
を
守
る
意
識
を
醸
成
し
て
参
り

た
い
と
Ｗ
い
ま
す
。

「
や
さ
し
い
自
然
の
ば
ん
げ
」

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ー
ン
を
推
進

昨
一
の
ベ
レ
フ
ト
ド
イ
ラ
ー
、
ベ

レ
″
Ｉ
ス
か
Ｉ
フ
り
導
入
に
引
き
続
き
、

今
年
も
公
共
施
汲
へ
の
ペ
レ
″
ト
ス

ト
ー
ブ
の
導
入
を
遭
め
て
い
き
ま
１
。

ま
た
、
只
腿
川
流
域
町
村
と
連
携
を
図

り
な
が
り
、
甲
山
保
全
対
策
と
し
て
間

伐
材
を
利
川
し
な
木
ｎ
ペ
レ
″
ト
生
哨

Ｅ
場
の
没
眠
を
険
討
‐
し
て
参
り
１
す
。

民
間
開
発
や
既
存
企
業
の
咆
改
築
等

に
対
す
る
サ
ｆ
－
ト
体
制
（
優
遇
制

度
）
の
充
実
を
図
り
、
ト
″
プ
セ
ー
ル

刄
に
よ
る
企
業
誘
致
活
動
を
推
進
Ｌ
て

参
り
ま
す
。

「
交
一
・
交
通
ネ
フ
ト
ワ
ー
タ
の
形
成
」

住
民
生
活
の
基
鮒
と
な
る
幹
線
一
路

の
整
偉
と
生
活
路
線
バ
ス
の
唯
持
・
確

保
を
図
る

　
国
・
叩
・
．
尨
隣
巾
町
村
と
連
携
４
』
図

り
な
り
ら
、
回
友
セ
ノ
タ
ー
機
能
を
持

つ
「
遣
の
駅
・
川
の
駅
・
入
の
駅
揖

包
の
瓦
耳
を
□
指
し
て
苔
り
ま
’
りご



家
庭
系
ご
み
有
料
化

痕
根
城
｀
ｒ
町
廃
棄
物
誠
貴
尋

　
庭
系
ご
み
有
料
化
実
施
計
一

家

に
つ
い
て
は
平
成
認
印
７
月

に
審
議
会
に
諮
問
し
、
ｔ
成
包
坪

６
川
に
実
絢
計
｛
（
案
）
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
の
汲
、
町
民
の
み

な
さ
ま
に
広
く
理
解
を
得
る
た
め
、

？
成
凶
年
７
月
か
り
９
月
に
か
け

て
汚
行
政
区
に
お
い
て
説
明
会
を

開
催
し
、
た
く
き
ん
の
ご
�
昆
を

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ご
意
見
を
も
と
に
、
八
紘

内
容
に
修
止
を
加
え
、
ぞ
成
扨
年

認
Ｈ
り
５
日
に
開
催
さ
れ
た
１
議
き

に
お
い
て
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
、

最
終
答
申
か
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
家
庭
系
こ
み
自
料
化
に

向
け
、
最
終
答
申
内
容
．
Ｌ
沿
‐
り
よ

っ
に
、
ざ
ふ
に
内
唇
の
柳
査
を
逗

め
、
町
議
八
＝
へ
柵
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

岬こa･fsa
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答
申

１１２－ｄｌ幽麗●より啼麗麗車

ｉ斑:ti（案）策定

各地区|こおL･て「有料化

説明会」を開催

H19
　6芦27R

　7～99

－
－

廃莫物減量等推進蓄－会

１１２ｊｌｌ●■●よIJ●纏鮑●

【
答
申
内
容
（
概
要
）
】

　
家
庭
系
ご
み
有
料
化
は
、
ご

み
の
滅
豊
化
と
分
別
の
促
進
、

ご
み
処
理
饗
用
の
負
担
の
公
平

化
、
ご
み
処
理
経
甕
の
財
派
確

保
に
と
っ
て
極
め
て
有
効
な
予

殴
と
Ｉ
め
ら
れ
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
一
粟
で

は
賛
成
等
の
意
見
か
反
対
等
の

な轄しほ上１吉ぶ果乙廷？μ

仙よこ二び

と
を
踏
ま
え
、
当
奮
謳
妾
と
し

て
は
、
家
厩
系
ご
み
有
料
化
の

冥
加
に
つ
い
て
、
町
の
ご
み
事

情
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
や

心

－
－
‐

．　-㎜■■■■ａ

，

む
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
実
施

に
向
け
て
町
民
の
理
解
を
更
に
碍

ら
れ
る
よ
う
慎
重
に
進
め
て
い
た

だ
Ｉ
た
い
。

Ｉ
中
略
Ｉ

　
ま
た
、
今
後
と
も
広
域
市
町
村

更
に
は
全
会
津
の
市
町
村
が
】
斉

に
有
料
化
を
実
施
す
る
よ
・
！
町

か
Ｉ
ｂ
他
市
町
村
に
な
お
Ｉ
層
の
働

き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

-



(7実施内容の変更点につい７は次のとおりですハ修正分のみ記載)

項目

有料化

の方法

隻

軽

措

担

減

置

現行

ごみ磋

に保る
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平政20年度申告相談日程表

　　　　　　1●伺●闇】午鴉a偕¥仙●繭1●豊一11峰ll曼
午後の部午直１時 －1鱒

★割当日に申告ができない方のために、3月１４日(金)～17日(月)に申告を受付けます。

　(箆遡が予想されますので、而らかじめこ了承《ださい｡)

月｜
ll轜ＳＩ 奉書皿歯槽｜‘

１２１・畠寺必圈働｜片門・劃窓
　・13
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３

月

１］

ｌｌ

ｌｄ

ｌＳ

ＩＳ

Ｉ］

午前の禰

宸‐●Ｑ一里｜●・鹿舗爺圃・赳山

彙』||員ａ麗ＳＩ一朗・・Ｒ

●」||・ａ麗ＳＩ‐将

士　　　　　　自瞎

Ｓ　　　　　　咄咄
刈

火

水

木

金

土

８

月

火

水

木

全
土
日
月
大
水
木
金
土
Ｒ
列
火

Ｚ羞
広�

広�

一実

噛畠

一実

合
金
金
中

史

公 国偏｜沼越一国闘・

公民
公民

公民
公民

個・・個・・茜一

個査』11・Ξ徊

個摩詞

個�Ｓ・戈剥

公民鮑
公民館

公民館
公民館

公民館

中央公民

中央公民
中哭公民
中央公民

八幡公民

中

素申
息巾
●申
・申

幡公民
央公民

央公民

　　　●鮑ｉ

　　　幽●ｉ

ｌ瞳・１ﾖ1・池

・淵・刺圈・・

鐘・Ｓ・幽趣

・劉・Ｓ闘i● ・ φ�・

鐘・・ｇ・赳●

　　　田匝ｉ

　　　申Ｓｉ

駝

館

一

朗

館

諏訪町

よ町・小原

古坂下

桜木剣

塔寺

館気多宝

貧新町

剪断冨町

休み

休み

休み

休み

剱函

剱ゐ

　串告禰ａ

　串告赫函
大国・●舞

央公民館本町・鉄砲町

央公民館橋本・仲町

央公民館予備日（八幡・高寺地区j

Ｓφ●ａ・個弔個SI��・●上勉医1

凋一良盛鹿個一個ｇ

窪童・舟洽

天屋・本名

宇内

大上・袋原

午後の部

菅淵

菅歯

槽遠田

雌ｉ・●』||

池槽・些丿回・上●－

金沢・上ｌ圃・ゆ飯田

●上・●ロ９

桐田一巡恵沢

士田植・・舗豺・上�・

申●屈・－IIII�

申剌・●・馴嚇

－－ｌ

茜麺下

ｌｌｌ

悠嘸

珊珊二』・刺立・和泉

新町

緊裾一八日沢

柳町

予備日

予備日（川西・若宮地区）

予備日（坂下地区）

予価日

敲申告期間中は役場での受付けはしま廿んので、必ず申告会場へお越しください。

※割当日、予価日で都合の悪い方la、ご相談《ださい。

｀-



平成20年 町県民税･所得税申告相談が始まります

　申告期限は3月17日(月)まで

　申告に必要な言類の準備はもうお済みですか９

申邑の相談か2月12日から各地区公巨舘等で始jりまぬ

この甲舌は､昨年1年間の収入を申告していただくもので､所得

税額を確定さだることはも5うんで１帆町県民机や国民健康保険

税などの課税の基礎となる汰切なものてj、忘れすに申告をして《

だFい、 1　7」

高圧五士

　確定申咎会場について

　哨扉税(置渥所得をきむ)及び消・悦、

贈与税の印包●作成や所筒税の還付申告

書作成を行うための申包●作成会場を開

設します

▼屍旨朔閤

平曲D年２月１日(金)～３月17日(月)

　　　《土、臼、祝日は除Ｏ

▼闘１一問午荼９時～午改４時

　※税Ｓｌｌこ申告書作成会場４ａ・し

　てし・ｔん

　住宅借入金等特別控除説明会

　住宅ローン再を利明してマイホームを

一路、哨入及び増改築された力で、一定

の要件を漏たしている場８、入居した年

から一定一間｢住宅借入皇尊特別控除。

の通用を受けるごとかできます。該当者

の万を対象に確定叩き・の作成・粗肢及

び受付を行う説明会i若松のレオクラプ|

⊇墨Lごづ

;;;;‰ぽに昌皆I

▼同設明問

　平原20年２ｇ

ｙ間＆時間

５日C'幻～８日〔劃

￥i･｣9時～11時３分及び

午後１時3陥－４鴎

ｙ問瞳場所

　レオクラツガーデンスクエアＳ陥

　　　　(呻明通りIB長崎届)

ｙ問い合わｔ先

金津若松Ｓ一審TEL27－g11

『

･●

－

●４年ａ¶月ｌｌ●右.・内に健一が撫IJ.・S申|こ・λが畠Ｑ・・

●�畿・憧麗・４ａ偕ａｌ畠を憧ｔＡ

●旭匈雨樋嘸で一憲�豊座Ｌて1･a1･λ1歯φ・・・j{一一ﾄ零s･恟

　EI、嘸λ痩樋がｓ岑万円害●ｌａＡ．聴ま・●ljL・が鮪一息

　偶iこ・λが畠ｌＡＩ‐・咄ぶ●●・λ雑1

●舗漣斯禰ほ趣雑沓一コたぶ．一・�樋1●随一迦Ｓ・・●雑1.

　礁－幽ailli.咄咄雑aSI撞●当め迦コたλ!麗麗ｇ■樋・ｌ・

　ＳＬａｶ･-･jz.眉色1

●旭Ｓ．年歯．・一擲ａ・皇楢収甦●ａ遭伺・畳il・Å

●今年の１月ｔ日現在、町内に住所のなひフた人０月ｉ日の住所

　地での甲告となり・ｙｃ〕

●Ｒ年一に収入の無心りた人

　たない所得がなかった場合でも国民健蘆保険悦や児童手当、保

　育料柳の資料となったり所得証明書発行の隔には申包な必要|こな

　りま可ので、咳当７る方は収入がない旨の申包をお願いします。

●袷≒収入だけで年末－整か済んだ人

●65歳末潮で年間の年生受給額が70万円以下・65晟以上で120万円

　以下９人

●税９岩より両色申き・か送付された人（税務署で申告）

●原泉徴収票コピー不可）

●通帳用印ｌ及ひ通帳（ロ座番号か確認でさるぞのて給礪で劃

●税泗癌より送付された申Ｓ・、収支1十原書（蓼肛に記入願し噂む）

●農業関係控除用の¶ 支払証明・

●公的年金の領収畢又は支払額が確認でさるもの

●医原賢答控除用の領収・｛医療暑控除をする方のみ｝

●介漢保険の嬰介護認定（要介・１～５）を受けている方でr陳が

い巻控除対象者認定●」の交付を§けた方は一宏癖（嘩ぴい者控

除の列叛|こなります,）

　所得税の納付・還付|こは口座振替をお勧めしＪす、申告者名義の

通帳（銀行・農協・信用金庫・信用知合等）、涌搭周回場凱忘れず

|･こ持参《にさい。

－還付弔Ｓには源呪徊収一び必要です。（コピー不可）

▼問い合わせ先

　町役場総務部税務菅垣班（１陥右側）TEL一一1502

　会津若松税務署　　　　TEL27－4911
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まち･話題
みなさんの活躍を紹介します

日本スポーツマスターズ2卯7!

サッカー競技優勝！｜

　-－・一一－一一
　ＳＳ２洲一り７・Ｓ一ズ1017

‘l･lカー鵬抽Si.g貝|こ羞■●で

｜行tx1 FCプリメー0檻畠レ9z

lゝ1i･●甕‐温ａＳ－ム審植gJ優

｜‐むｉした．

　「日本スポーソマスターズ｣|よ

スボー｀ﾝ牙ｉる35a以上、特に蔑

技志向の高い人瓦５を対象とした

スボーヽzの祭典７す。

　サｙカー暁枝|ぷ、40綬以上で禰

成された全国９ジロヌクの各代表

16チームによって行わｎまし瓦。

　ＦＣプリメー○・扁レｙ・ンド

には、老手として飯塚裕さん(新

首)、コーチとして中島和一さん

(爵方)が所属しており、12月６

一

皿『

一

－
－
－

Ξから奪塚さぐ中鳥さん

　略蒼学校よりご審附

　11SI･l.●・･7･生ｌ●桟

S代置鈍冰・fSんl･畠舗・●き

んal一場！摺憧l･咄才|．「こども

たちｇ置槽鏑λｇＺ一に徨立てて

《刻･き1･.」と儀●2i.●llRI嘸

繭きれltた、

　生酒零植11、14Sa●農丿顎働

太一

三つ重ねの福俵をご寄附

　r l,|こま'Jnる福豆堵夕

毎啄裂fn.ている石綿刀2

，l五香JカＦのー栄と安

全を映りに三つ一ねのー

唖・珊rlされま。た。

　町役場の玄？?町長室rこ

師‘.nていＪ７のでこ監

ぐご＆し。

　百姓ハウス２年連続

最優秀賞(県知事貪)受賞!

　餉２･･麗麗慟jhtｔp：／／ｗw

ｗ.��自n､個●絢宣ISlll

鴬11ご同鎔j･ウ２ａｒご瓦ISと勉|

ｌ・ｾﾞ'らんta｣､SIIｺﾞn･LI.｜

　百姓ハウ帽ま去年も’こんばク

ジ午－Jで県知事高を萱員しこお

り、2年通続受寫という快挙を成

し逐げました．

　「ごんほと旭鶏まぜらんしょ」

捻、立川ごばうと会激他薦を使い、

炊き上げ瓦こ飯|こｰ皿i

混せるだけで味付

Iﾌﾟこ販が栗しめる

という憂れもの，

さら|･、

゛II

立IIにほうの香りを残

しなから甘いお葉子Iこ

1こ上jた｜ごん低グラ

。セ」も出品。、優良

寅を晋一しました、

歿吉こ訪れた百姓ハウスのみな

さんは、１２年－続、しかも２品

も受賞するとはｌ）ていなかった

９で、２倍の罵ひでした｡」’これ

ひらも伝統野菜で而る立川こぼう

にこだわっていきたいと思います､」

と話し「来年へ向けて、今から

→●・●●●え蛤・てt‘ます.」と

　　！ａ・へｓ歯鮑込あ・|●りまLi.

雪賢豊こ昌討ごＪづ

へ



乙

一 一 一 一

.--－‾‾‾‾　　早噛9n暉4月から　　‾･

｀ヽl;-一一,9一9苧制岬一!j!寛･

　　　　｀一個鶏群が浪まIJまLた一一

75歳〔一定障害かある方は６５歳〕以上の方は国民健康保険や

植●墨墨書|ご加λＬａ１･ら．唐Å僅個個塵で●幽香●liでいまｔか．軍墨２自知

ｌｊ１･らli、こ刺ｌで匍λしていた�塵欄個●�ＩＬ．・たに胎登した麗墨で恚

ｌ「書・・墨Ｉ・幽麗麗Jiごilλtlこalごなりｌ曹.

●皆さんの倣●斜Ｓ大慾な一重です．

　機Ｓ塞鐘●ａ●幽●徊うち．磨膳でａ

　●一隻梱●噛いた・・飴¶●|・瞳●んに

　叙めてl･ただ４蔓鳥刺・il･なろご１に

　なｌ塵管．

になる方は、

-

●倫換斜の岫め方

　個瞳ＳはーIIIき１て年●●s6・引●きれ

ｌす．１１Ｌ．卵●翻●1考倣I1万円鬼●ａ

・や．徨霧笛一恵■癩Ｓ‐殷刺１介憧・朧

剌巻島わ４を個か．息●個ＳＩ盛Ｓ１●個

ｌｌＳｌｚりa･てli.鏑劈審申ロ塵個個瞎|こよ

り町に納めていただくよう｢こなりますs

所偏●I』●｛S●=応１７讐舘l

麗麗舗飴麗ｘ ７．４ＳＳ／年

　保険料負担軽減
→

－　　Ｒ匍弓l1月

一部？昌;｣ド゛

il毎・徊

【問い合わせ先生活部保険年金班－話８４－１５０１】

一人ひとりか保険料を納めます，

●優鶏群如簾定力強

　Ｃ欄駿剥【iT埼域樋●Jar預轜翻●】・●計Ｌ．個Å昧疸・齢ＳＳＭＩ曹，

　儒機斜皐li.広域遺香冒域内で閥－|こなＵまｔ．

　　　塊●劃●11Å畠吏lで訃童1

●魏料－４ａ．ｃｏｏ円／年＋

Ｃ・罹ａ榎c･僣●ａＳＩこij、・・・・g幽偏噛着・ｌ・に届にて均等割幽か。■・（７Ｓ・

　Ｉ劉・Ｓ●ｊｌＳＩす。

●鮭●一一●ａ袖接●●だ・た方へａ魏漏刻集

　今ｉで壮●‐瞳等・仙挫豊瘤で●瞳翁自重趨かａか・たカも、謨Ｌ（儒‐・巻慟謐Ｌ

　て4･ただ４ごと「ごａｉます。嵯ｓ壇●。趣に・・昌慟憧を●・すｌｔめ機塵畠●奢厘廟

　劃ま童λか42細■IL-●軸か皐箇に羞迪きれます。

　　●ただｔ．・威SI琴塵にり1iでｌｉ．ｌ翻幽一Ｓれたａ鴫割ｉ･

　　　ｓ●ｌ圈慟●されｌ�遭槽個一座ＵＩす。

７牙の￥険i‥1゛|焉SIﾝ

20年４月

保険料負lg免除
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入寮寄付金
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実費等

(賞翫と月既
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jS.70C伺�屋
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　sl.□an同
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※９亭IJ日曜・祝日を除き祠・タ２貧

▼応募資格

　遠島県一場岬唄Jとして県内心高等学校出身ｓ）で平

　成２年４月大衆－大きむに入学弔症v堰（夜鴎a汲

　び通信11）の学生を除《）。なお、申込時に入学する大字

　か決定していな｡哺きでも申し込むことができま７、

　瓦だし、男子窄はl竃aヽ而る肴合のみ専一学校入学予

　定者（i昴聘零程、修莱竿鞍２年屁ム随鮨入学でな14

　の条件を汲政すもの）も可とします。

　※詳し《|貳問し恰わせくださしゝ

▼久一賀詞２渾一（当寮は苓祁ａ年２月3旧で廃止）

ｙ串込方法

　入一帯込●苓を在学（出身）高等学校長に提出してくだ

さら「入寮旅集要項等」

濫用|こ用●りてありｉす，

▼闘い合わせ弛

己ョヨ:ごごrj

居ﾉ言ﾑ:ﾚで］

ΞLE円居冊２

皿IF

葡樟するここな《、あな
▼車込犀顕平成加年１月I8日(胞尼僧

たの大切な一粟を投じ＆しよう、

－一一一一 TELM4-gl－π75

｜　　・a●●－㎜●

・---

｜微睡偕１１１Ｓで．･値響亭●甑XISそｅ－λａ

　ｉｌａ・ｈｔｔｐ：//www

．白岡-降1－¶●l・】邨前自㎜i一

．●壇賜●畿tF－極細・㎜●　・

〒郭5一同SI福島奥底高市杉妻町２番T6号

争作りておやつを作るここ|こよって食へ興味を持5、料

理の渠しさや袁の大切さを字丿－を目的|こ闘値ります。

▼一弾ｅ一菜眼0年２月２日{士3午前1ﾛ時~正午

Ｖ対象者小字2年弛～４年佳20名叫41免-|－

▼勢加費20D円、材徊－

▼メニ・一クレーフこヨーグルトサラダ

Ｖ場所会浬吸下町中央公民甜調哩Z警官

▼甲込受付平成3yi1月15□〔火〕～Ｓ日(全)

　　　午前Ｓ時価分ヽ午後5時1扮吐一日は除《J

｜▼申込方法参加蛯を添１て･

TELM－1図3哨聊2均

・Ｓ加ｓｌ・ＩＳｎ(まＩＳ・．で7la蜀●SIご●ＥＩ．ｌｉ ｌ

ので－1葱《乃さい

零場所会津若松那危尺町５－匍号市原ヒル１隋

Ｖ●話番号37 1弱6

　　　《だきい。電話での受伺はいたしません。

ｙ爾い合わせ先中央公民隋Tae3－slQ



面面]図面瀕匹

　　　nnfllor‖mal㈲I�

ll周き･g,r亭●て応●バｚ・一ﾄＩ・が･１－|･し．

皿-吊さAjjし唱-Crフy1たÅカードJS

昏徊ＬＩＬＩ-．ご・事･iz●喝１．１冒71･盾II.･《－

きll」内・・�自・･廟ら廿Ｌｉｌ．

カーS審�ｉすると‐々忿りーピヌ-lj6椚.i7.

11S71�‐ｌａ幽●迪|　　　　－

・　丙

７ｙｌｔ４脊－ドＸ苧、カー･ｇｅＦ４

η一ピ２内畠

ii筧

･1r¶-1M●･･

介曝タタンーひまわり｀身体萄害者手帳、帰両手裾をお持５の方はー纏l il引、草いす蕉料旨出し

糸桜田の湯ぱん､f

メガネの幸袖空

レデー－スいわた

逼木支局

たかはし青果

･･､肇時計Ｅ

会津ぺこの?L

アィヌ牧凋（中央IL笑）

ハノダィλポーツ

高久サィクIL
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・血栓壹．ｌｉ鳶ウー薗化血－ll細ll l一睡弧睡－血り1

毎月14日1 品－・

・毎月136 14日電池交換・％引（900円）・お亜子苓のサｰビス

・陥計ハ｀ﾉﾄﾞ20％引き

50D円以上お蜀tlfの方|こスタノブ１個サーヒス

｛スタンプ10個ｅソフトクリーム１個と引換・｝

メー刀一希望/l唖価格よ引0％ofH一肌劉引対象外商品を除《）

・自転條りでンク張り修理代1〔|帥円を800円に値引き

・回Ｅ車タイヤ及ひチ２－フ交裡の場合500円を値引き・粗品－・

お緊子めサーヒス

毎月14日に来店の乙子棟（画画師）に１ドリンクサーヒス

|Jiﾝ･ﾄﾞｰ｣1ll吸塵l習貝101.11日.一日1.SI祠gt旧習い嘸･し茫男Ｓﾘ･ﾝ･i'-11渚岬りト
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フォトスタジオ原　i改S写真を10％剛引（キャノペーン価格斯間中を除《）

　宛平成19－12月10日現在の内屎です。

　※協鷺店lj一時暴戻して５りｉ・。

▼問い合わせ先町役場生活部福祉班TILS－1501

-傀豊}¶月７日(月)～ｓ月７日aeまで｜-㎜ｔ皿皿-㎝鰍１

一朧●ｓＳ値・拷・麗一睡・個工・如きａ、ＩＳｉ四｜■¶毎●㎜自力ａがーλ７ＳＩｒ国毘-●S.､で夏一

'月5紅ら２月／９(木)・でー昧休館し２月６ＢＣ金)Ｊり

安泰ｉ４哨し・7

r春日八部記念公園･缶もいで館丿冬季関畝します

▼９館日平成包年３月ａｅ(土)まで

▼蜀い合わせ民

政極星の温ぱん|ﾌﾞ　πLa3-1151

㈱会偉ばんげ公共サービスTE1一一13斟

られｌｇ試ＳＳ萱爛匿でー．

０１ﾛ加入･晶一|づｉｌｓ歯ｌ飼Ｉでｰ|ここＺλｇ増幽1.

　�●ｶ･6 ‘, り刹１一円ｓｓ●Ｓ一生藤堂11�n●・.

0●●111・右・・ｌこｌａ４－●です.

なります，

-

甲問い合わせ先

-鳥県国民年金蔓金rELり|一一55-4192

http://ｗｗw.e2nlflycｌ/nenklnklkln/
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悦の叩a･J､いて甲告i1本人又13挟晋罠急が、障が

いき（特il）陣が1皆川こ該当７る場合は、「陣かい一粒鈴」

として一？1桶を面部から控除することかできi・。

　i成1胴享12月31日現在で、公ｉ保険の要介珊認定i弓け

ている要介禰「⌒李介瞳５の£〔蚕豆推考を除《〕は、画

４拘ヱ上の障りい名控除対象者」に該当７ると認められ

恚〃

　・ｒ印告（町・民睨巾まを７る阿に、陣かし名望蔀を

受|ﾌﾞる奢合|ま町が柘5する「阪かし唱抱京対象者認定言」

の交付を受ける必－がありますので、町役場住涵儲で劇i

。てください

　○甲蹟受付日平成包年１月４日（金）より

　○愕勁するもの印監

▼蜀い含わせ先

　暇暇｡躊鶏眼鮪�影印

文化卵防火アー13、町yl4・〔19紛ｅＪ １月26R奈良県

I･両るi雁辱金堂が火災|こなり、司宝十二面壁画の大家否

唄捌したここびきっひけで、昭ljO年（19S年）１月26日

ＩＦかこ491.た

皿･゛

《さんあります，

指名館●λ糟匯○●●－一晟剱季λxiz櫛1rl偕・ｌる
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　皿内一息１１．油λ剛一一層・SI・●槽

琴聾者皿4哺一応1月¶日･－皿（劃
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●●L噛お廿－a‐l座

陶世皿圖・‐裁勝轡姻宦－ＭりI・

　|朗からた・大のにあいかして気分が悪い」、’政章の時

ｇでF』乃き大の|こ石いが家の¢ふで入ってくるＱどの

苫誦なーｔられていま曹、

　瓊ａ、例外を除き、ごみヤ良桐などの晩却は法律で誂止

Ｅｎてい戻す。日-生活で佳じた可吻こみは茎禰哨に出し

ｉしＪム

　ｉ瓦9齢となる霖煩きでも、風向きや時間帯を亮凡て

こａ・の迷51こならないよう配慮をお・いします。

ｙ例外と・る野飛さ

　|歳ノ神なと風６習慣上、家数上西了・のためのも¢み

･とれｂのほとんどび京・のためいったん火がつくと全て

現実してｕまうのて、略対|こ守ら９ければなリｉ吐ら

　そこで、今年|ま、天台阿波蔵寺GK㈲付近を会場に火

災船首功|一｛､叱友jl嘆や司啄肖jj一瓢を実施し・すので、

宅吸生民の乃ﾀの11賑への夥雄一蓼並び|こ付近の通行規

制i行L啄ｙので、こ屁力をお届いします、

▼日時孚成遡乖|月20日（日）午前９時から

▼場所天台掩洗蔵冊（萱原）付近

　　　　　　　㎜･行蔑l」区間

　　　　　　ii下　時欄午前9吻

　　　　　　　　　＿1111agﾑ

▼詞い合わ廿免

町役場総務齢

●-

情一防災班TELM-1533

　乙うえで、やri傅な｡もの。

　i落ち延房きや手やンブファイヤー召どで壇や|こおい

　尽と血然の迷5にならなし19度の軽微な焼4Ｊ

y鍬老松t洗

　町役場血活爾戸魂魔境班Ta徊－lso



ｙ日時こ戌X掌？月ＱＲ（－）

　午後１附加分～３吟鉛分（弛寸午後１時15分よL刃

▼場画会厚坂下町中央・坂下公民匝

ｙ主催会津坂F町放課後子ともブフンー営畏Ｒ会

▼演題’生極るちからを|ま《《ｔ子育て」

　一子ともを曳ん中･こ、家庭一字校・地域が珊ｉして－

Ｖ講師Ξ木勅〔みさつよし〕

　　元小字i£教諭

Ｅ
四
四

一
朗

珊

漸漸図面瀕ii

　　　　・圧図辰国]嗣

　　日　固

①「会津粧下町高校生美術展」問催します

　会逢il塙毎朝忿1よひ恢下I･等学校の住徒|こよる美

　而展ｉ祠仙い刎.ｇす。若者たちの感男1一ひな作品の

　吟ヤ引trに覧ぐださい。

▼間催胃同

　草成20年１剛2日吐｀～２月11出月I

　②「あけましておめでとう１五泄美術記念館

　への年賀状展丿開催します

　町内の小中学生７作りの塗賀状

　を反示します。ぜひご覧《ださい，

▼同催一同

平成３年１月12日(土)･り7日(U)

　奈ｉｅｒも、畷司中の土一日・祝Bのみ関防

　平日|こ吸莫を希望する場宕は、亭前に文化振舞班まで

　こ漫絡《ださ1ゝ

▼裴霊一個午前９時～平撞４呵恥分

ｙ休館日毎週月曜⌒金曜k祝日の場合|ぱ関防）

ｙ蜀覧料大人MfE〔1釦円〕

　　　小・巾・隙々住1叩円f叩円）

　　　４（）内は陪名以上のｓ材4金

　　　宿毎週士曜日は小・φ･高校生餌料

Ｖ問1洽わ廿先

　ま津坂下町医浪費術記念暗TEL桐－12a

　町役場教育邨支fU奈興班rELa3-22s

　平服０１５月かb成人のみ|,Ｒｈされる「タスボ」（瓦

|ほこ珊同ＩＣカ|りがないと自動販売機からたぱこか一

入（さなくなLJふ7.

　1タスボ|は甲し込み時Ｑ月より申し込み間治）に成

人ぐ而ることi確認･富直し瓦上で発行さ践自酢同型鳶

にタジチさでるこにで成人鷹島・行います，

未成年ｌの喫煙防止のためこ協力を石閤いし・百。

ｙ桐い合わさ先

会淳たばこ販売協回岨合てEL27一助S9

　　　ＮＰＱ流人非行澗l支援セノター一相談巣

甲問し噫わせ先

町役場教育部生涯学習班TELa－3olo

・S11gSllj●|こ食Ｓ眺・虞塚・埜蛮・‐嘸・●ＳＩ

檜等･s暑予－ａ月E刻粂と＆R●こ貌皿毎の聊●

を●晶こと●ＭｎとLZセεナー●皿Jj・曾.

●幽趣j･むul-ﾘ・ココ＝7i・

ｉ成2Si2月27日（木）乍吸Ｄ時~４時

ピジタハレ．ﾄふ《､､ｉ｛郡山市安価即

催厚生労蜀召福屁呉慨愚公只聡蔡？足笥

▼哭鹿内容事黛所のブース|こおいて、早業ｉが哨可る笑

　　　界の沈兄事業荊の辱－ｎ匯主な総務四百、

　　　苛・の採用計自辱の説明、哨咀提供

▼その他張泰F だ？Ｕ

福S劣　　　ご参加事業画|・平成x辱1月下司、

　　　気局ホームページ上で弓偏します、

ｙ問t洽わ廿先

TEL024-528－0詞6

▼上映莱iaO坏‘角IB引金）7li7時～

　　「奈緒ちゃん」こごこ「幸せ」が見えるＩ

▼場所光侭辱（系狸町、町髪･っり

▼共催チよルノフイリ子ども差金あいづ

　　しyりち刄旭まもリ隊IJんIJ

▼祠い合わせ洗TELs3-277a（和田）

㈱あいづダス トセンタ

事農薬一鐘塵塵物・細大ごみ等

一

　　　塵麿仙のこをならお気輔にご相謨下きい

□S一睡./・俸･II-tll哨I‐I｣･‘i!甫|回alﾄ'～jlll4SI　･jlll aSil-・一回S回1

0411S/醸|･lf･‘l!ll一一i檻4･●4j加-g9　　･Illl.aS●1･dM･IS●a

｀･㎜
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ﾌﾞ゛

･匍Oml献血推進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ実施中目･
ii

-にyl門ｺﾞ

f芦･IS｀゛

'

1

回U回1｢9､゛゛湊91244

'ごここにr?77aご回言偏

　塁温言で､忙琵lt'¨I゛

　i及､倉犀萱bしや粟柩雨荒りしといった御寮も発佳

話ぷﾌﾞ゛゛゛~留守|こなる場合の施錠をJI

会津坂下町内街国犯罪等発生吹況訥19母11月末現剖

区分－削拓渚‾区ぐ・jT壽J'

--14否ぴ

忍び込み

粟？

索I?

自艶味盗

一座■●llll

Ｓ

Ｉ

Lﾃﾞ眼

1七三ニ

恥誘

ｒｌ

全那a氾

○き潭垢FF-●畢TELa3－3朽1

皿-

一

S

130

弁厦利こよる鴬鴫た律相強会を緊催します。

ｉ日の佳活の叩での･乙配こと、悩みこと尽と、お気軽・

こ相談《ださしｔ

な召、時幣帝1-よっては相駁でさない場合かありますの

であらかじめ酌日までにお印し込みくださＵ

▼日時平石む0年２月啄日（金）

　　男前10S～本復３Ｓ

▼場所会津坂下町老人福祉センター

▼申し込み・問い合わｔ先

　会津坂下町社会梱祉協●会rELa3-136B

リ⊇

英:同日溥助平エ ＵｉしＪ

ｙ、せら｀、Eいび､乃gl.゛入場無料〕

▼日時平咸ｺり年１月20日(日)午前10時～‘1明

▼場盾公i坂下町中央・坂下公民紺中研修室

●剖畿jJI･●植.1年生－ゆ憬瞳1佃痙

　　ｌ芝噛・老|ごa1J－皿罰|｣廠酋.

●I1･●・ゼＳ

●淳幄・ｌｌ皿盛憧幽71L・-llls

▼開放日平心D年2月14日(木)

　;坂下幼稚-(こ)いて13､町内ごと|こ閲故日か智定石れ

　てい･百のr､お降愚えのないようこ汪琶《瓦ぞ占い)

▼時間午前9時3分列1帥X嘔

ｙ場所会零坂下町7地区の各幼椎固のつち就一馬

　　　定の幼稚同へおいでください。

　嶺川西･八幡･片P賢也区の方|ま近《の泌梅園ま

　　たは坂下物碓-と５らでも可能で7.

▼対象児a歳児~入匯前のお子さん

y注塵事頂

　○お家の方かどなた胴寸き凧ってくださ賎

　○aやつや石もち9は持ｳてこないでください、

　0遠勤しやすい眠碑でおいで《乃さUCこ覆ぞ持参)

v坂下幼稚題の今月む微震1誠g

　20年　中村･原･粕呆川原･斬町･矩寓町り

　2月14日柳町'諏訪哨・鹸砲町･ｌ・　｜

　(剌　|||西･八幡･片M　　　I

ぶ平成別紙度も幼稚一議放日を予習しています。

▼隨t噫わせ先坂下幼稚園iELS-241Q
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を持つお母さんノリ1が集ｉりて、力書庫|て運営してい£自

エサークルです。早作4Jの入形劃りエブロｙｙアターを毘

セｒ而けたり、手遊び、絵本の読み聞かせ尽ともしていま

す、季節の行事や誕生会、野外活ｋも取り入れ、親子で栗

しいイヘントが涵りだくさんでｉ。

　そして昨年２０両両を迎凡ることがてき求しだ。その記

念パーティが１２月８Ｂに一打満場改・むノターで行われ、

なつかしい顔ぷれが一同に爾まり、栗しいひととさを一こ

しました。
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孫 妊娠かわかったら、なにをすればいいの？

Ｃ劃Ｌい●塵植か。たごｌｌ．●麹・んな７‐りＩＬよ９１

０伺亭崩崩字幄審名SLIまＬｊう｜

　１偕崩●・セり１－？「嘸●●嘸ｓａ￥賄一」|こ甕刺Ｌていｌす。

紐二→白子〕

両|－阿｢司同
　　　　　－
、　　　!刄

○妊姉さんの健康《あいや、お腹の赤ちゃんの斉ちぐあいを見るため、身体､則疋

　や血液・血圧・尿などの検豆をします。

肯時に、翁血、妊娠高血圧症候群、妊婦楠原病等の病気は、お腹の赤ちりんの発

　尚に影響し、母体の健康を損なうことがあります。

妊捧健齢を受けることで、病気などに早く気づき、早く対応することができます。

○働いている旺一さんへ

　会社に申し出れぱ、勤務時間内に妊一畳診を受診するための時間をとることがで

　きます、（男女雇用機会均等法第12条）

　詳しくは、徊馬県労働局雇用均等・にこ相談《ださい。

http://www.hlwgoJp/bun勁/k時ouklnl

祉

html

す
こ
や
か
な
’
妊
娠
と
出
産
Ｑ
た
め
に

乞
か

｀-

Ｃ墓門塵ｓ個個個●を握ｌｊＳＬａう１

　畦握・出塵・奥・|ごついてｇお・み●．１λ７･・ｌ・●門I

　慶lこ劃一Ｌ●Ｌｊｉ．

●１咄･1Jつliの笛憤Å－で冒鐘1佃重1懐墨や．�謳・羞

　慶一噛lごよ晶劃瞳蚕曼ljiことかで自ま曾．

★伺子備廣手垢交付時に、妊曝健診を公曼の補助で受けらＱ

　れる受診劈、保健師等による相談や情報提供などを受ける

　ことができます、



i健||奪回園池●

＠月の保健ガイド負沫坂下町健康管理ｾﾝﾀｰse3-1ﾛ圓

２ノバヨ)

2μ1(即

赫ｌａ鮑抽朧一●

　　●・●.･ZSI湯巻●;･Ljai.

　他ｓ●●■

‐●!!　　－1-ilS

・かぎ｛嘸丿削t●詞●膳

　　　　　Ｓ一一C－1

2/24（日）寿松堂渡辺医院Ｓ日3－3125

　　　　救急病院

　坂下厚生総合病院　SB－3511

婢医師会ホームへ－ｙで・認てきまむ

|11U//g･z,♂eSSnSnlp

　関節の痛みあきらめていま廿んかり立ち上かる

ときや寒いときの節々の痛みはつらいものです。

　　関節痛予防講戻会開催のお知らせ

　同ｉの叩啄をお迎凡し、一滴モ勝催りｉｙ．

高みのメカニズムや治療の最漸ii瞭で、6み解決|

▼ａ時平成包年１月昶日(7幻吊悔1叩0分～３時刄分

▼ｌ雨鷺珊管理センター多目的ホール

ｙ講師竹田咬合一!lSE外科斟畏ayp吃辰男

▼内容｢翼翼yM6みお答えしますｌ

　　　　痛みのメカニズムと治療の農沓付青壇|

▼叩し込み方法

　平成３年１月25日まで召電話であ廊し込みくださ11

　　関節痛予防の体操教室参加者募集｜

　冬厨笥の像廬で唾からはラクラク目

▼日一手何回匝i1月一日哨〕、２月７日(菊。

　　　　　２月18日(月)、３月３臼(月)

　　　　　3月10臼図)

　　　午前９叫狛9～11時箇分

▼場所催油管理セノター多自的ホール

y曇師スポーツトレーナー島田一差先生

・肖・-------

▼対萱老希－舌３名まで

　歿宏治伍から運動を禁止ま瓦は運動制限かある方、

瓦さIハ

　　乳幼児健康診査

場所会津坂下町優原管理ｾﾝﾀｰ

持参品母子優良手梱･乳幼児柳原¶理手帳

　　　　　りか月児●診時|こ･布）

受付時間午睡1時la分~1時哺分

　Ｉ●島

４か月見

２歯●か月売

Ｓ里●

月日

２月12日(火)

２月21ヨ(木)

こ
M11塚回・●月桂

illj副ふIHll塚ｌ・ＩＳ生

ul－･･･s･l･･a:glr°
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気をつけたい症状

図のくみ

図性器血皇

図譚痛

図発熱

図下痢

図め疹11

図捗きけ・●i

図強各1不安憾

図か九こ咎俸秘

図普段Ｓ適う訥11もの

図・い皿

図つわ&1で褒詞がひどい

図イライ弓

図胎慄然激しい

一秀まであ、た蔀魏を

　感じ￥く－５ｔ

このような症状が出たら、

をしましょう。

●・個個働�は、安心して妊�・出・・歯

ｓｓで自ａよう|こ.●JIなから・￥伍いか

Ｌた１’と淵コてい瞭す！

とんなことでもａ儲一にこ徊ｓ《一さい．｜

僣塵憧●セゝＳ－ ７ＥＬＳ一一ＩＳＩ
Ｉ
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Ｖ甲し込み方法

　平iQ卵i1月－日まてお電話でお甲し込みください。

Ｖ叩し込み・闘い合わせ先

　倣・・理センター1ﾋLS3－|凶0



今年、大法を引き続けて三十回目

となる小向哲雄さん、一町）

こ
自
宅
に
訪
問
し
た
日
は
、
こ
の
冬
最

初
の
本
格
的
な
雪
皿
｀
色
と
な
り
ま
し
た
。

　
警
で
覆
わ
れ
た
庭
先
を
見
つ
め
な
が
ら

大
懐
引
き
に
か
り
る
息
い
を
謳
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

特
几
仁
岫
討
日

ス
レ
言
に
特
に
Ｏ

言
け
言
縦
穴
ぃ
聯

昌
Ｍ
言
リ
リ
ド
い

ド
リ
レ
特
ロ
ド

ー
‘
綬
い
Ｃ
い
り
て
ほ
Ｉ
、
ヽ
ｒ
ｊ
ね
．
最
近

は
れ
い
人
も
多
く
齢
―
し
て
い
ま
タ
の
て
、

レ
ー
て
も
頼
も
し
い
で
す
．

目
－
く
こ
の
町
に
溶
け
込
み
た
い
心
い
っ
も

ー
ご
Ｌ
い
ま
」
た
。
ｇ
了
の
誕
Ｕ
か
き
・
。

か
け
と
な
り
、
町
の
・
ほ
と
し
て
何
か
し

た
い
と
い
う
恩
い
が
、
引
き
了
に
参
加
―

る
決
心
を
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
坂
Ｆ
に
家
て
初
め
て
俵
引
き
を
Ｉ
た
と

き
は
「
勇
壮
な
、
男
気
の
あ
る
祭
だ
な
。

と
Ｓ
じ
ま
Ｉ
し
た
。
４
際
に
引
き
Ｆ
に
な
・
。

て
み
る
と
、
涙
を
懸
命
に
引
い
て
い
る
と

き
は
全
く
鳶
・
さ
を
略
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

盆
か
降
り
て
い
る
時
の
ほ
う
が
、
気
合
か

八
る
ん
ご
す
よ
。
そ
れ
に
懐
を
引
く
た
め

に
は
風
邪
な
ん
て
ひ
い
て
ら
れ
ま
せ
ん
か

ら
、
毎
年
鯉
喫
に
も
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
お
年
と
い
っ
長
い
閤
に
は
仕

噺
や
家
腿
の
事
情
な
ど
で
何
度
か
途
絶
・
ぺ

そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

ｒ
も
罫
如
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
関

係
者
の
方
や
戦
場
の
同
僚
な
ど
、
侍
中
を

押
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
あ
る

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
参
で
も
経
験
す
る
こ
と
は
何
物

に
ｂ
変
え
か
た
い
力
に
な
り
ま
ｔ
。
そ
れ

か
長
年
続
け
ば
ｒ
’
お
0
'
y

S
f
J
!
j
、

一
蛙
喩
は
力
な
り
」
こ
ず
ね
。

　
私
も
も
っ
年
ご
す
か
ら
、
区
切
り
の
艮

そ
Ｌ
で
敗
ト
到
か
栄
え
Ｃ
ほ
し
い
、
ろ
ん

な
が
孝
ゼ
に
な
、
て
ほ
し
い
と
い
ろ
し
ろ

心
‘
こ
と
を
鯉
い
な
か
ら
引
い
て
い
必
ふ
、

今
年
は
、
一
十
年
を
感
い
出
し
な
か
り
Ｉ
ｙ

み
ど
み
と
ひ
く
０
か
な
あ
、

昨
年
か
ら
は
、
俵
の
製
作
に
も
参
加
し

て
い
る
小
向
さ
ん
。
今
年
も
俵
作
り
に
か

か
わ
り
ま
し
た
。
引
き
子
は
引
退
し
て
も
、

祭
に
は
参
加
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
と
、

今
後
の
抱
負
も
隋
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

朧朧階佃蕪⊇
【
発
行
】
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